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cue は 1998 年の創刊以来 12 年がたった。創刊にかかわった当時の個人的な印
象では、資金的に 10 年以上は続かないのではないかと思っていたので、無事に
10 年がたち、このたび cue24 号の巻頭言の執筆依頼をいただいたことには大変
感慨深いものがある。そこで最初に創刊の事情を簡単に紹介する。
京都大学工学部電気工学科は 1898 年（明治 31 年）に創設され、1998 年（平
成 10 年）創立 100 周年を迎えた。創立 100 周年の記念行事として記念式典、記
念講演会、電気教室百周年記念誌の発行などの行事の他に、将来を指向するも
のとして、100 周年の募金の中から諸行事の費用を除いた残額を使用して京都大学電気関係教室技術情
報誌の発行が企画された。内容の検討は 1996 年 4 月頃より始まり、年 2 回発行 A4 版 50 頁程度で構成





の結果私が提案した cue が編集担当者の会議で選ばれた。cue の表紙の裏にも書いてあるように、cue
とは「きっかけ」「合図」という意味があり、次の 100 年である 21 世紀への出発の合図の意味が込めら
れており、この点が評価されて選ばれたものと思っている。ちなみに他の名前の候補としては「あかれ
んが」「交流・直流」などがあった。そういうわけで cue は 21 世紀の技術の方向を示す狼煙の役が期待
されているので、21 世紀を記録する書誌として育ってほしいと願っている。






















二つ目は人口増加の問題である。2007 年の世界の人口はおおよそ 67 億で先進国は 15 億、発展途上国
は 52 億である。現在炭酸ガス排出量の削減は先進国の分が問題になっているが、この分が削減された
としても、今後発展途上国が先進国の生活水準になると、同程度の削減ができたとしても地球全体の排
出量は確実に増えることになり減る見込みはない。したがって現在議論されているような対処方法だけ
では問題の解決にならないではないかと言うことが表題の素朴な疑問である。そうすると対応策は現在
の排出量を減らすだけでは不十分で、先進国流の生活スタイルを根本的に変えて排出量を減らすととも
に、炭酸ガスを排出しても取り除く技術を開発するしかない。空気中の炭酸ガスを地中に閉じ込める技
術も検討されているがこれも限界がありそうなので、最終的には炭酸ガスを分解して無害化する技術の
開発しかない。要するに人口が増加しても地球の許容容量以上は排出しないという原則を守るための技
術が必要になると思われる。
我々の関係する電気・電子・情報系の技術は、材料、部品、機器、システムまでを含む技術であるから、
21世紀技術の土台の技術として諸問題の解決に直接的分野から間接的分野まで広い範囲で重要な役割を
持っていることは言うまでもない。電気・電子・情報系の技術者の一層の活躍を願う所以である。しか
しここに今後の技術について真剣に反省するべきことがある。技術は快適な生活を求める人間の欲求を
充足することが目的である。一方欲求のままに技術開発をしたことが現在の問題を生み出したことを考
えると、21 世紀にもそのままの延長で進めて良いのかが問題になる。技術が人間の欲求と結びついてい
るかぎり、さらなる欲求を充足する新しい技術が要求されることは避けられない。現在の問題解決に対
する技術にせよ新技術にせよ、20 世紀が残したのと同じ問題を発生させる技術はもはや許されない。こ
れからの技術開発に携わる技術者には、常にその技術が地球の負荷を増やさないという視点を頭に置く
ことが必要になるので、専門以外に自然や人間についての深い知識を持つことが望まれる。
